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答　
複
合
施
設
の
建
設
計
画
場

所
は
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
東

側
（
職
員
駐
車
場
）
を
基
本
に
図

書
館
敷
地
を
含
ん
だ
エ
リ
ア
と
決

定
し
て
い
る
。

問　
町
の
基
金（
預
貯
金
７
億

５
千
万
円
）
も
こ
こ
数
年
取

り
崩
し
が
続
き
地
方
債
（
借
金
）

に
つ
い
て
は
60
億
円
程
あ
る
が
複

合
施
設
は
何
年
後
位
に
ど
の
程
度

の
予
算
で
計
画
し
て
い
る
の
か
。

答　
国
や
県
か
ら
の
補
助
は
な

く
財
政
的
に
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
建
設
委
員
会
で

決
め
て
い
く
こ
と
で
あ
り
予
算
も

何
年
後
に
な
る
か
答
え
ら
れ
な
い
。

昨
年
１
月
１
日
及
び
本
年
１
月
１

日
の
定
期
昇
給
を
そ
れ
ぞ
れ
５
か

月
延
期
し
、
町
民
の
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
対
応
し
た
。
近
隣
の
平

均
給
料
月
額
で
は
、と
き
が
わ
町
、

嵐
山
町
、小
川
町
、鳩
山
町
、吉
見

町
、
滑
川
町
（
３０
万
２
千
４
０
０

円
）、
東
松
山
市
、
川
島
町
、
東

秩
父
村
の
順
で
あ
る
。

町
の
財
政
に
つ
い
て

（
コ
ミ
セ
ン
の
建
て
替
え
）

問　
町
の
公
共
施
設
は
建
設
か

ら
相
当
の
年
数
が
経
過
し
耐

震
化
工
事
も
進
ん
で
い
な
い
う
え

老
朽
化
に
よ
る
建
て
替
え
の
時
期

で
も
あ
り
、
痛
み
も
激
し
く
修
理

費
用
も
か
さ
み
厳
し
い
財
政
で
は

解
消
で
き
な
い
と
危
惧
し
て
い

る
。
コ
ミ
セ
ン
を
複
合
施
設
の
町

民
会
館
に
建
て
替
え
る
場
所
は
決

定
し
た
か
。

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は

問　
本
年
２
月
３
日
読
売
新
聞

に
よ
る
と
県
内
63
市
町
村
に

勤
め
る
一
般
行
政
職
の
給
与
水
準

に
つ
い
て
、
県
は
国
家
公
務
員
を

１
０
０
と
し
た
昨
年
４
月
１
日
時

点
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
を
発
表

し
た
。
滑
川
町
は
上
位
か
ら
10
番

目
、
町
村
で
は
１
番
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
見
た
町
民
は
「
人
口
も

予
算
も
多
く
な
い
の
に
何
故
給
与

が
高
い
の
で
す
か
」と
言
わ
れ
る
。

指
数
は
何
故
こ
の
順
位
に
な
る
の

か
ま
た
近
隣
市
町
村
と
の
給
与
の

比
較
は
ど
う
か
。

答　
比
較
対
象
で
の
差
が
あ
り

比
率
順
位
は
指
摘
の
と
お
り

で
あ
る
が
職
員
の
給
与
水
準
の
引

き
下
げ
措
置
と
し
て
「
給
与
の
総

合
的
見
直
し
」
を
平
成
２７
年
度
か

ら
実
施
し
、
給
与
水
準
の
平
均

２
％
引
き
下
げ
を
行
っ
た
。
ま
た

菅間孝夫　議員

電
車
庫
西
側
の
道
路
整
備

問　
森
林
公
園
駅
の
電
車
庫
の

西
側
月
輪
地
区
の
町
道
は
、

森
林
公
園
駅
や
電
車
庫
の
う
回
路

で
あ
る
上
、
工
業
団
地
へ
の
通
勤

道
路
で
あ
る
が
路
側
帯
は
有
る
も

歩
道
が
無
い
。
こ
の
道
路
の
整
備

計
画
は
。

答　
こ
の
地
域
は
住
宅
開
発
が

進
み
人
口
の
増
加
傾
向
が
み

ら
れ
、
歩
行
者
の
安
全
対
策
の
必

要
が
あ
る
が
大
き
な
交
差
点
や
幅

広
水
路
が
あ
る
の
で
現
況
・
形
態

や
通
行
状
況
を
調
査
し
検
討
し
た

い
。要

望

　

こ
の
道
路
は
現
在
宮
小
の
通
学

路
で
あ
り
駅
南
学
校
用
地
に
隣
接

し
て
い
る
の
で
、
安
心
し
て
歩
け

る
よ
う
な
歩
道
の
整
備
を
お
願
い

し
た
い
。

給与２％引き下げ定期昇給を延期

職員の給与指数がトップ

駅南学校用地

電車庫西側（月輪地区）通学路

◆県内の市町村別ラスパイレス指数
（2015年４月１日現在）

　　越　谷　市　　　１０３．０
　　さいたま市　　　１０２．８
　　戸　田　市　　　１０２．７
　　熊　谷　市　　　１０２．６
　　川　口　市　　　１０２．６
　　蕨　　　市　　　１０２．３
　　上　尾　市　　　１０２．２
　　川　越　市　　　１０２．１
　　入　間　市　　　１０２．１
　　滑　川　町　　　１０２．０
　　和　光　市　　　１０１．９
　　吉　川　市　　　１０１．９
　　所　沢　市　　　１０１．８
　　桶　川　市　　　１０１．４
　　八　潮　市　　　１０１．３
　　小　川　町　　　１０１．１
　　吉　見　町　　　１００．９
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阿部弘明　議員

環境課の生活環境が担当する

軍用機の苦情の受付は
どの窓口か

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
罰
則
の

廃
止
と
制
度
拡
充
、
創
設
を

国
・
県
に
求
め
る

問　
県
や
国
が
子
ど
も
医
療
費

の
補
助
制
度
を
確
立
・
拡
充

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
国
は

無
料
化
し
て
い
る
自
治
体
に
対
し

補
助
金
減
額
と
い
う
「
罰
則
」
を

科
し
て
い
る
が
。

答　
国
庫
負
担
分
の
減
額
は

４
０
０
万
円
。
国
に
補
助
金

の
減
額
を
や
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

県
が
小
学
校
ま
た
は
中
学
校

卒
業
ま
で
の
医
療
費
補
助
を
行

う
と
、
小
学
生
の
医
療
費
部
分

で
１
、１
７
７
万
円
、中
学
生
で

１
２
７
万
円
。合
計
で
町
へ
１
、

３
０
０
万
円
程
度
の
補
助
が
見
込

め
る
。
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
は

吉
田
町
政
の
柱
。
子
ど
も
の
健
康

を
守
る
た
め
に
今
後
も
継
続
す
る
。

「
遊
び
場
・
遊
具
の
整
備
」「
通

学
路
の
安
全
対
策
」
を

問　
「
危
険
な
通
学
路
の
改
善
」

の
問
題
で
早
速
、
改
修
工
事

が
行
わ
れ
、大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。

今
後
の
公
園
、
通
学
路
の
点
検
整

備
計
画
に
つ
い
て
は
。

答　
通
学
路
の
改
修
は
地
域
や

学
校
か
ら
の
要
望
に
答
え
て

実
施
し
て
い
る
。細
か
い
補
修
に
対

し
て
は
随
時
実
施
。公
園
等
の
遊
具

の
点
検
整
備
に
つ
い
て
は
平
成
21

年
度
か
ら
定
期
的
に
点
検
を
実
施
。

そ
の
つ
ど
、
北
関
東
防
衛
局
に
連

絡
し
対
応
す
る
。

中
小
企
業
・
商
業
・
農
業
の
振

興
を
促
進
す
る
た
め
の
基
本
条

例
の
制
定
を
求
め
る

問　
中
小
企
業
・
商
店
・
農
業

の
負
担
は
増
大
し
、
景
気
は

悪
化
。
地
域
の
中
で
生
産
、販
売
、

消
費
す
る
「
地
域
循
環
型
経
済
」

は
地
域
経
済
の
発
展
に
つ
な
が

る
。人
口
は
増
加
し
た
が
製
造
業
・

卸
小
売
り
は
減
少
し
て
い
る
。

　

小
規
模
事
業
所
を
元
気
に
す
る

抜
本
的
な
施
策
が
必
要
だ
。

答　
「
地
域
循
環
型
経
済
」
は

理
想
の
消
費
サ
イ
ク
ル
。「
中

小
企
業
振
興
条
例
」
は
商
工
会
と

連
携
し
、住
民
と
も
協
議
を
行
い
、

町
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
検
討
し

て
い
く
。

「
滑
川
町
非
核
平
和
都
市
宣
言
」

を
役
場
の
玄
関
前
に

問　
「
宣
言
」
の
制
定
に
感
謝
。

安
倍
政
権
に
よ
り
「
戦
争
す

る
国
づ
く
り
」
が
進
め
ら
れ
、
北

朝
鮮
に
よ
る
核
実
験
が
行
わ
れ
る

中
、
時
期
に
か
な
っ
た
貴
重
な
宣

言
だ
。こ
の
宣
言
の
周
知
方
法
は
。

答　
す
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

広
報
に
掲
載
。「
宣
言
」
全

文
を
役
場
玄
関
に
設
置
す
る
。

軍
用
機
の
苦
情
は
町
担
当
課
へ

問　
町
の
上
空
が
米
軍
の
Ｃ

１
３
０
輸
送
機
の
軍
事
訓
練

空
域
に
な
っ
て
い
る
。「
う
る
さ

い
」「
テ
レ
ビ
に
ノ
イ
ズ
が
入
る
」

の
苦
情
も
。今
後
、「
オ
ス
プ
レ
イ
」

が
町
上
空
を
飛
ぶ
可
能
性
も
。
軍

用
機
の
苦
情
の
窓
口
は
ど
こ
か
。

答　
軍
用
機
の
苦
情
の
窓
口
は

環
境
課
の
生
活
環
境
担
当
。

上空を通過する飛行機

滑川町子ども医療費の助成額と負担割額（埼玉県では、未就学児までを一部助成対象としている）
滑川町子ども医療費
（１８歳まで助成）２６年
度決算額

左記の負担 現在の負担額（県が未
就学児までを一部助成）

小学生まで県が一部助
成対象と仮定した場合
の概算負担額

中学生まで県が一部助
成対象と仮定した場合
の概算負担額

８，２８７万５，３５０円
町の負担 ７，２８４万７，１０６円 ６，１０７万６，６５５円 ５，９８０万１７円
県の負担 １，００２万８，２４４円 ２，１７９万８，６９５円 ２，３０７万５，３３３円
計 ８，２８７万５，３５０円 ８，２８７万５，３５０円 ８，２８７万５，３５０円

近県の子ども医
療費の補助制度

１５歳まで無料 通院は未就学、入院１５歳まで無料 未就学児まで無料
東京都・群馬県・千葉県 神奈川県 埼玉県・山梨県・栃木県
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羽
尾
二
区
地
内
に
あ
り
、
東
日

本
最
古
の
寺
の
跡
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
寺
に
は
五
輪
塔
が
あ
り

そ
の
影
が
沼
に
映
り
五
厘
沼
の
名

前
が
つ
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
確
実
な
跡
が
確
認
さ
れ
古
代

ロ
マ
ン
の
里
と
し
て
発
展
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

滑
川
地
内
よ
り
出
土
し
た
埴
輪

等
が
沢
山
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
ま
っ
て
お
く
だ
け
で
は
価
値

は
半
減
し
ま
す
。
適
当
な
場
所
に

説
明
つ
き
で
展
示
し
て
町
民
の
皆

様
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
教

育
委
員
会
と
相
談
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

明
治
１４
年
伊
古
村
の
人
達
が
勝

海
舟
を
訪
ね
三
日
三
晩
、
不
眠
不

休
で
墨
を
す
り
続
け
て
書
い
て

貰
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
書
の
迫
力
に
感
動
し
ま
し

た
。
伊
古
の
人
達
の
了
解
を
得

て
、
最
も
相
応
し
い
場
所
に
幟の

ぼ
りを

建
て
て
町
民
に
見
て
い
た
だ
く
価

値
が
大
い
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一　

調
査
日
時 

平
成
₂８
年
２
月
４
日

　

二　

調
査
内
容

　
　

㈠　

寺て
ら

谷や
つ

廃は
い

寺じ

　
　

㈡　

文
化
財
収
蔵
庫

　
　

㈢　

伊
古
神
社
の
幟
の
ぼ
り

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
︵
町
内
埋
蔵
文
化
財
等
調
査
報
告
︶

⑴ 

寺て
ら

谷や
つ

廃は
い

寺じ

⑵ 

文
化
財
収
蔵
庫

⑶ 

伊
古
神
社
の
幟の
ぼ
り

棚に並んだ文化財たち

寺谷廃寺調査風景

収蔵庫内調査

馬
形
埴
輪
等

滑川町指定有形文化財

勝海舟幟
のぼり

（昭和₅2年₃月₃1日指定）
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この広報は、再生紙を使い、議員の自主編集で発行しています。

編
集
後
記

まちの未来が見える（３月定例会の傍聴者は24人）

議会傍聴においでください 次の定例会は６月７日～

入学おめでとうございます

福田小学校

入学式

滑川中学校入学式滑川中学校入学式滑川中学校入学式滑川中学校入学式滑川中学校入学式滑川中学校入学式

宮前小学校

入学式

月の輪小学校

入学式

　

桜
の
花
も
過
ぎ
ツ
ツ
ジ
の
季

節
を
迎
え
ま
し
た
。
第
２
０
１

回
定
例
議
会
も
執
行
部
提
案
の

２8
年
度
予
算
案
を
始
め
3９
議

案
、
議
員
提
出
の
滑
川
町
議
会

基
本
条
例
も
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
年
度
に
な
り
、
予
算
執
行

が
始
ま
り
ま
す
。
議
会
と
し
て

も
効
率
的
で
町
民
福
祉
の
向
上

の
為
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
を
見

守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

季
節
の
移
り
は
早
く
、
若
葉

が
目
に
ま
ぶ
し
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
春
に
種
を
ま
き
、
秋

に
収
穫
の
喜
び
を
味
わ
う
生
活

が
昔
か
ら
続
い
て
き
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
目
標
に
向
か
っ
て
種

を
ま
き
収
穫
の
喜
び
を
味
わ
い

健
康
で
幸
せ
な
２8
年
度
に
な
る

こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
編
集

後
記
と
い
た
し
ま
す
。

（
宮
島
一
夫
）

︻
編
集�

広
報
発
行
対
策
特
別
委
員
会
︼

　
　
　

委　
員　
長�

高
坂　

清
二

　
　
　

副
委
員
長�

松
本　

幾
雄

　
　
　

委　
　

員�

北
堀　

一
廣

　
　
　

委　
　

員�

宮
島　

一
夫

　
　
　

委　
　

員�

菅
間　

孝
夫

　
　
　

委　
　

員�

瀬
上　

邦
久

　
　
　

委　
　

員�

吉
田　

文
夫


